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投稿規定

1）投稿者の資格 投稿は本学会の会１１に限る。１ｕし、縦mlIif者以外には非会11を含むことができる。

また、縞集委口金が依頼する場合は会ＬＬ非会11を問わない=

区分は、原著論文、総説、Ⅲf充報告、Ｉif強、資料、ｉ１『評またはIXl書紹介、会貝か

らの下紙、その他とする

Jr)原著論文：独iiﾘ的な学術研究および独創的な教ｆｉｆ奨践について、理薗的にまと

めたもの。刷I）１:がI)12J〔以内（Ｍ・４０字40行で約13枚、lXl・友・7jRLOL・英文

要約を含む)ｃ

'2)総説：一定の研究分野について系統的に慨lfMし、諜越の整理やj;l2Iili・展禦

をおこなっているものｃ刷り’二がI)１２Ⅱ以内。

q､[)研究報告：実践の記録や１１例、既に発表された遺文等にIMI逆する調炎・研究を

まとめたもの。ＩＩＩＩＩ)上がり１０頁以内。

⑪評鏡：杵発、冶魂的な内容で掲紋に値するもの・刷Ｉ）上がI)８r〔以内：

⑤資料：環境数行にlWjlLする情報。ＭＩＩ)上がり８貝以|ﾉ１．

(5)欝評・図轡紹介：環境教fiに関連したIF誌の紹介や批評ｇＭｌＩ)上がI）1口以内。

'r)会員からの手紙：機Ⅲ謎のiid事についての感想、学会への甥望、身辺のニュー

ス、会口へのアナウンスなどで、刷I）上がI）Ｉ口以|ﾉLIo

画特集：IIIF1.fに叶ったテーマを依賦原稿等として複数#しめたもので、縞集委

員会で企画する。

(p['その他：以Ｉ:の区分に!；好iしないが、学会のiiIimlに関係あるもの二

投稿は全て未発炎のものとする。投橘1$(橘の採汗は稲築蚕11会が決定する。原粁

論文・総iiju・Iijf究鰍告は複数の査読背による在硫と綱喋委11会の審企をへて、掲

載が決定（受理）される二

①便Iij1-i譜は、Ⅱ本譜または英語とする。

②原杵0鋤文・総`塊・研究ＨｌＰｉには表題・＝Iif者名・ﾘﾘr楓・英文災題・英文Iif骨名・

英文)ﾘr楓・英文甥約（300IMI以内・研究繊告では竹略できる）・英文のキーワード

（５，W;以内、アルファベット川[）をつける。

zj爪協はすべてル1判で髄jII:きとする－１１i(ⅡⅡとして、パソコン・ワードプロセッサ

ーで作成し、IITは40字40行とする。

Ⅲ'文体は‐である“調とし、１１i(則として,'i用漢Ｚｉ:、新仮名づかいを用いる二英歎

２）投稿の区分

3）審 査

4）原稿の書き方

噺塘数育ＩＤＬ.Ｊテノ
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gig（アラビア数字）は半ﾉﾘ文字をⅢいる。

⑤'jA術IⅡ譜は文部科学省の学術j11Ii{}染を参考とする。生物の学名はイタリックと

する。

⑥本文IIUでの文献の引用はり'111箇所に（若者名発表年）を記入する。また、「注」

をjllいる場合は、その箇所の右１，１に１）のように通し番号を記し、本文の最後に

まとめて記叙する。

⑦ｸﾞljIl文献の配列順序は著脅名でアルファベット順とし、下３．の形式に従い記載

する。

雑i篭の場合：著者名，イド。炎迦：li1ﾘ皿，雑誌名，巻号：ページ．

11t行本の場合：著者名，イド〆炎迦，ｉ１１:名（編者名)，ページ数，発行所，発行地．

⑧１劃l・炎は原稿本文とは別に１枚ずつ作成し、図はそのまま写真製版して印刷で

きるように明瞭に書く。図11$の文字は指定の大きさに縮'１､してもIﾘl暗に判読でき

るよう配噸して背く。図の説Iﾘjは'又Iとは別に原稿用紙に書き、本文の余白におよ

その１１１人位極と大きさを指定する。

稿：jtlll(楠１部とコピー２部のｉｉｌ３部および原稿送I)状（学会誌巻末）をiM4IL委貝会

’11務局へ提出する。

正：杵ｻｲ校正は初校のみとし、Ｗ枕以降は細災委貝会の責任においてｉｉう゜

刷：杵ffが別刷を必要とする場合は、初校１１#にI|｣し出る。その爽澱はzlif村が負担する。

梅：掛戦された論文等の著作権は[1本唖境救行学会に属する。

５）投

６）枝

７）別

８）箸 作

９）原稿の返却：投稿原稿は原則として返却しない。ただし、申し出があれば図・Tj:典に１１MI)返却

する。

(付記）1997年７)]５１１．１９９９年９月11日・200にI{I：10113Ⅱ改訂

編集委員会事務局
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